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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｉ
Ｓ
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ト
ス
ト
ラ
ト
ス
～
不
死
鳥
の
力
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
４
６
７
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
紅
椿

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
Ｉ
Ｓ
の
二
次
創
作
で
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｉ
Ｓ
が
登

場
し
ま
す
。
基
本
原
作
ベ
ー
ス
で
す
が
ち
ょ
っ
と
ア
レ
ン
ジ
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
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第
０
１
話
（
前
書
き
）

　
・
オ
リ
キ
ャ
ラ
が
い
ま
す
。

　
・
一
夏
の
唐
変
木
が
若
干
改
善
さ
れ
て
い
ま
す

　
・
作
者
が
フ
ァ
ー
ス
党
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
ご
覧
く
だ
さ
い
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第
０
１
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
話
「
男
が
二
人
し
か
い
な
い
学
校
」

　
Ｉ
Ｓ
。
正
式
名
称
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ト
ス
ト
ラ
ト
ス
。
本
来
は
宇
宙
空
間
で
の

使
用
を
想
定
し
て
製
造
さ
れ
た
マ
ル
チ
ス
ー
ツ
。
し
か
し
現
在
は
各
国
の
軍
事

力
で
あ
り
国
力
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
来
は
女
性
に
し
か
動
か
せ
な
い
こ
の
兵
器
。
し
か
し
、
世
界
に
二
人
も
男

で
Ｉ
Ｓ
を
動
か
し
た
人
物
が
い
た
。

　
織
斑
一
夏
。
Ｉ
Ｓ
学
園
の
受
験
会
場
に
あ
っ
た
試
験
用
Ｉ
Ｓ
を
起
動
さ
せ
た
、

お
り
む
ら
　
い
ち
か

初
の
男
性
起
動
者
。

　
鳳
城
焔
。
Ｉ
Ｓ
を
男
性
で
起
動
さ
せ
た
二
人
目
の
人
物
。
検
査
の
結
果
、
今

ほ
う
じ
ょ
う
ほ
む
ら

ま
で
に
な
い
高
い
Ｉ
Ｓ
適
正
が
発
覚
、
日
本
の
代
表
候
補
生
と
な
る
。
専
用
Ｉ

Ｓ
は
「
鳳
裂
」
。
　
二
人
は
Ｉ
Ｓ
学
園
に
強
制
入
学
さ
せ
ら
れ
た
。
入
学
式
当

ほ
う
れ
つ

日
に
出
会
い
意
気
投
合
。

【
Ｉ
Ｓ
学
園
１
年
１
組
】
Ｐ
Ｍ
１
２
：
２
３

「
な
あ
一
夏
…
。
」

「
ど
う
し
た
焔
…
。
」

「
周
り
が
女
の
子
だ
け
っ
て
、
辛
い
な
。
」

「
あ
ぁ
…
。
予
想
以
上
に
な
」

　
世
界
で
二
人
し
か
い
な
い
男
性
Ｉ
Ｓ
起
動
者
。
噂
好
き
の
女
子
に
と
っ
て
は

そ
ん
な
二
人
に
興
味
津
々
だ
。

　
教
室
へ
一
人
の
女
性
が
入
っ
て
き
た
。

「
み
な
さ
ん
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
ク
ラ
ス
の
副
担
任

の
山
田
真
耶
で
す
。
本
学
園
は
全
寮
制
。
放
課
後
も
仲
間
と
共
に
過
ご
し
ま
す
。

や
ま
だ
　
ま
や

皆
さ
ん
、
楽
し
い
学
校
生
活
に
し
ま
し
ょ
う
ね
。
」

　
生
徒
か
ら
の
反
応
が
薄
い
。
慌
て
る
山
田
先
生
。
そ
こ
へ
、

「
山
田
先
生
、
ク
ラ
ス
へ
の
挨
拶
を
押
し
つ
け
て
し
ま
っ
て
申
し
訳
な
い
。
」

「
あ
、
会
議
は
終
わ
ら
れ
た
ん
で
す
か
？
」

「
あ
ぁ
。
諸
君
！
私
が
担
任
の
織
斑
千
冬
だ
。
」

お
り
む
ら
　
ち
ふ
ゆ
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（
千
冬
姉
！
？
何
で
こ
こ
に
…
、
も
し
か
し
て
、
こ
こ
の
先
生
！
？
）

（
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
…
。
）

　
織
斑
千
冬
。
俺
の
姉
で
職
業
不
詳
、
第
一
回
世
界
Ｉ
Ｓ
大
会
で
優
勝
し
、
世

界
に
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
の
異
名
を
轟
か
せ
た
。
月
に
１
、
２
回
く
ら
い
し
か
家

に
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
ま
さ
か
こ
こ
で
働
い
て
た
な
ん
て
…
。

「
ち
、
千
冬
姉
…
。
」

　
ス
パ
ー
ン
！
出
席
簿
が
俺
の
頭
を
叩
い
た
。

「
学
校
で
は
織
斑
先
生
だ
。
」

「
は
、
は
い
…
。
」

　
ド
ゴ
ッ
！
鉄
拳
が
俺
の
頭
を
机
に
直
撃
さ
せ
た
。
机
に
は
ヒ
ビ
が
。
な
ん
て

パ
ワ
ー
だ
。

「
諸
君
ら
に
は
ま
ず
自
己
紹
介
し
て
貰
う
！
出
席
番
号
一
番
！
」

　
（
名
字
が
一
緒
だ
っ
た
け
ど
、
ま
さ
か
家
族
だ
っ
た
な
ん
て
…
。
）

「
次
！
」

「
は
い
！
」

　
考
え
事
を
し
て
い
る
内
に
順
番
が
焔
に
回
っ
て
き
た
。
一
夏
は
自
己
紹
介
を

し
た
が
、
い
ま
い
ち
決
ま
ら
ず
に
千
冬
の
鉄
拳
を
喰
ら
っ
た
。

「
凰
木
蓮
で
す
。
日
本
代
表
候
補
生
っ
て
こ
と
で
何
か
み
ん
な
に
教
え
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
の
で
、
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
気
軽
に

聞
い
て
く
だ
さ
い
。
」

「
よ
し
、
で
は
次
！
…
」

　
自
己
紹
介
も
無
事
に
終
わ
り
、
（
頭
部
負
傷
者
一
名
）
休
憩
時
間
に
入
っ
た
。

　
俺
と
蓮
が
話
し
て
い
る
と
、
一
人
の
女
子
が
話
し
か
け
て
き
た
。

「
ち
ょ
っ
と
い
い
か
？
そ
こ
の
お
前
も
。
」

「
あ
ぁ
…
。
」

【
Ｉ
Ｓ
学
園
一
年
校
舎
屋
上
】
Ｐ
Ｍ
１
：
０
３

「
久
し
ぶ
り
だ
な
、
６
年
ぶ
り
だ
よ
な
？
」

「
あ
ぁ
…
。
」

「
お
ー
い
一
夏
、
こ
の
子
は
誰
？
」

「
こ
い
つ
は
篠
ノ
之
箒
、
俺
の
小
学
校
時
代
の
幼
な
じ
み
だ
。
」

し
の
の
の
　
ほ
う
き
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「
し
の
の
…
、
『
が
り
っ
！
』
い
っ
て
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
！
舌
噛
ん
だ
ぁ
―
！
」

「
お
い
お
い
、
大
丈
夫
か
？
」

「
篠
ノ
之
箒
だ
。
下
の
名
前
で
構
わ
な
い
。
」

「
お
、
俺
は
…
鳳
城
焔
…
。
焔
…
で
構
わ
な
…
い
。
」

　
焔
は
苦
し
み
な
が
ら
も
自
己
紹
介
を
し
、
二
人
は
握
手
を
交
わ
し
た
。

「
ん
…
じ
ゃ
、
俺
は
…
お
邪
魔
…
の
様
…
だ
し
、
戻
…
る
わ
。
」

　
焔
は
屋
上
を
後
に
し
た
。
ほ
ん
の
数
十
秒
後
に
焔
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
て
き
た
。

舌
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。

「
そ
う
い
え
ば
さ
。
」

「
何
だ
？
」

「
中
学
生
剣
道
全
国
大
会
優
勝
お
め
で
と
う
。
」

 
 

箒
は
少
し
強
気
な
口
調
で
こ
う
言
っ
た
。

「
な
、
な
ん
で
知
っ
て
い
る
！
」

「
そ
り
ゃ
、
実
際
に
見
に
行
っ
た
か
ら
だ
よ
。
」

「
会
場
に
い
た
の
か
、
一
言
く
ら
い
声
を
か
け
て
く
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
だ
が

…
。
」

「
ご
め
ん
、
千
冬
姉
が
終
わ
っ
た
ら
即
帰
れ
っ
て
言
っ
た
か
ら
…
。
」

「
な
ら
仕
方
な
い
な
…
。
」

　
一
夏
は
少
し
頬
を
赤
く
し
な
が
ら
こ
う
言
っ
た
。

「
お
、
お
前
、
か
、
可
愛
く
な
っ
た
な
…
／
／
。
」

「
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

／
／
／
／
／
／
／
／
／
！
！
！
」

　
そ
の
言
葉
に
顔
が
赤
唐
辛
子
の
如
く
真
っ
赤
に
な
る
。
そ
こ
へ
水
を
差
す
か

の
よ
う
に
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
。

「
や
ば
っ
！
戻
る
ぞ
！
」

「
お
、
お
う
／
／
／
！
」

　
急
い
で
教
室
へ
戻
っ
た
が
二
人
そ
ろ
っ
て
千
冬
の
出
席
簿
を
脳
天
に
喰
ら
っ

た
の
で
あ
っ
た
。
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第
０
１
話
（
後
書
き
）

　
感
想
待
っ
て
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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